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I アンカラの春

トルコ滞在者としてのわたしの生活は， 1985年春に始

加 納 弘 勝

ある兵役逃れの中学・高校生は，両親とアンカラに住

む（3ベッド・ルーム， 10万トルコ・リラ。 1トルコ・

リラ与0.5円。以下単にリラとする〉。この家族は，テヘ

ラン北部にあった「大きな家」を売り払って，アンカラ

にやってきた。父親は農業技術者だが，今は失業中であ

り，そのうちサウジアラピアやリピアに働きに行く予定

だという。この他に多くのイラン人はアンカラ，イスタ

ンプノレ， イズミルにあるアメリカの大使館，領事館を巡

って，とれるところでアメリカへの入閑ピザを取ろう

と， 1～2カ月トルコに滞在する。アンカラのイラン人

は，独特なライフ・ヒストリーを背負うという点で自に

つく一つの社会集団を形成している。

まった。「トルコには春が2度あるJ，これが印象に残っ II 「国境を越えて」

た最初の言葉である。要するに，トルコにはイyレク・パ 一一トルコからイランに行く人びと一一

ハール（前の春〉とリン・パハール（後の春，すなわち

秋）があるというわけである。短かくすぐに終わってし 1985守容，イラクによるテヘラン都市攻撃以降，イス

まう「後の春」の後に，樹炭暖房のためアンカラ中がス タンブルーテへラン聞の飛行機使はイラン航空（週便〕

モッグに包まれ，地面が凍る冬がくる。トルコーイラン に限られ，テヘラン行きの使は2～3カ月先まで満席で

国境に雪が降り，トルコーイラン街道は通行が困難とな ある。地方，イスタンブルーアンカラーテヘラン問のパ

る。その前に，わたしの名づけたアンカラ テヘラン街 スは，アンカラで判明する限り， 2社で週10便ほどがあ

道〈約2200邦，トルコ側1250勾，イラン側910邦〉を通 り，イスタンブル発テヘラン行きの使のうち， 8～9席

ってイラン・イスラム共和国の首都，テヘランを訪問し をアンカラ発売分として備えている。しかし，パスの切

たい。 符も 2～3日前に予約する必要がある。飛行機，パスと

トルコの首都，アンカラの町を歩けば，たびたびベル も切符を確保し，無事に「国境を越える」ことは予想以

シャ語が耳に入る。一説では5万人のイラン人がアンカ 上に困難なことになっている。

ラにいるという。 イスタンブノレ（アンカラ）ーテヘラン問のパス料金は

アンカラにいるイラン人のライフ・ヒストリーはさま 1 )12ぽゆリラであり，所要日数は2日半ないし 3日であ

ざまである。兵役を戦場で済ませ，パスポートを入手し る。イスタンブルーアンカラ問（約7時間〉のパス料金

てトルコでの大学生活を希望したが，統一試験で失敗し は約3帥0リラであるから，イラン行き閑際使は走行時間

た者がいる。兵役終了組の学生より豊かな学生の間には， の苦手lに料金が安い。このためトルコ系会社のパスは，最

兵役逃れの学生がいるし，兵役逃れの高校生や中学生も 新型が投入されている国内使より相当古い。ただし，イ

いる。 ラン系会社のパスは冷房装置も備えた新型である。旧体
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制下で急速に整備された自動車，パス製造企業が生産

し，まだ整備しなくても走行可能な状態にある。なお，

テヘランーイスタンブノレ問のパス料金は7350リヤルであ

る。この料金は，後述する銀行交換レートで約1万9800

円，自由市場レートで3（削凡実際には75伺円ほどと考

えてよいであろう。

1985年6月15日以降，イラクによるテヘラン爆撃もお

さまっている。例年8月中は，イラク・イラン戦争は熱

暑のため小休止するし，今年は8月2日以降宗教的休日

（エイデ・ゴルパン〉も続く。今ならテヘランに行けそ

うである。

7月に2凌試みて2度とも失敗した（ 1度は途中まで

行った〕が， 8月21日朝5時頃，アンカラーテヘラン街

道を走るパスに乗ることができた。パスに采ることがで

きたとはいえ，このときも，アンカラ出発予定時刻の夜

12時から5時間も待たされた。そればかりか，アンカラ

販売分8席に対して12人に切符を売っており，二重売り

の結果，荷物の多かった4人家族が積み残された。乗客

は約50人である。

3度目の挑戦で乗れた1965年型（後でイラン人より聞

く〉のバスは， 8月21日朝，予定より 5時間おくれで出

発した。アンカラ以東の地域では刈りとられた小麦畑が

広がり，村々に緑があるほかは，山肌のみえる山や高地

が広がる。そんななかを走っていた1965年裂のパスは，

アンカラから約250郊の地点で， 7月のH寺と同じように

エンジンの調子を悪くした。冷却水と油を多量に食うの

で，助手や乗客が川や村の井戸からポリ容器で水を運

び，補給せざるをえない。黒煙を上げながらこんな状態

で，とのパスは夕方5時頃に， トルコの中部，アンカラ

から約450苅離れたシパスにやっと到着した。修理工が

エンジンを整備するために，われわれ乗客はシパスで3

時間待たされることになった。

この頃までに，このトルコのパスに乗る采客が私と運

転手2人を除けば，すべてイラン人であることが判って

きた。またイラン人乗客のなかにも二つのグープがある

ことが少し判ってきた。後で得られた情報も加えると，

このトノレコのパスに乗る乗客は二つのグループに分けら

れる。第Iの乗客クツレープはトルコ旅行の主たる目：擦を

アメリカなどへの入悶ピザ、取得に置くクツレープである。

第2の乗客グループは，主たる目標をトルコでの「買い

出し」に置くグループ。である。

I. 乗客グループI一一ピザ取得目標製

い） タブリーズ（イラン北iN部の都市， 1982年の人口
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85万人〉に戻る男子学生（アンカラからの乗客，以下と

くにことわりのない限りイスタンブルからの乗客〉は，

アンカラに1カ月滞在してアメリカへの入国ピザを取得

した。彼は早くタブリーズに戻りたいのか，エJレジンジ

ャンでパスが故障（後述）すると，代替ノ守スの要求やパス

料金の返却などの話には加わらず，乗客が各々個別にタ

クシーなどを拾って国境を越えようと出張した。結局，

このパスで旅行を続けたが，国境を越えた後の通関検査

（後述〉では，われわれパス乗客とは別れ個別旅行者と

して検査をすませ，早々と国境から近い（280邦〉タブリ

ーズに向かった。彼は， トルコのポルノ風雑誌をイラン

に持ち込もうとして，通関検査ではその雑誌を「アンバ

ール」 （革命「貯蔵庫」〉に没収された。私の見た限り，

ポルノ風雑誌を持ち込もうとして，これを没収された唯

一の例である。

（口） イラン・計画予算省に勤める，背のあまり高くない

中年の男は，他の乗存と異なって持っている荷物も少な

かった。彼は 1週間ブルガリアに行って，夏の休日夜を楽

しんできたという。とはいえ，彼もイスタンプルでは，

アメリカへの入国ピザを申請した1人である。アメリカ

への入国ピザは得られなかったが，いつかは商ドイツに

でも移って西ドイツ国籍を取りたいという。

付イラン・エネルギー省に勤めるエリート技術者

は，実と息子，それに高校卒業後3年目の美人のいとこ

と一緒に，テヘランに戻るところである。棄と子供にだ

けピザが支給され，彼とこの美人のいとこには支給され

なかった。とのため姿と子供を 1カ月後にはアメリカに

送り出し，自分も 1年後にはピザを再度申請してアメリ

カに渡るという。このエリート技術者，イラン人には珍

しく車内で奥さんにもたれていたが，それも先行きのは

っきりしない妻との別れが 1カ月後に予定されていれば

仕方ないであろう。また，ピザが取得できなかった美人

のいとこは黒のワンピースを着ていたが， トルコ国境手

前のレストランでチヤードルを着けた。このチヤードノレ

を着けると，彼女に話しかけることは許されないという

感じが，私のなかで強まってくるから不思議なものであ

る。

2. 乗客グループI’
ピザ取得目標型Iの変種として，トルコ長期滞在ピザ

の取得者グループがある。

(1) 少しはげ，腹の出たシャツ l枚の男はイスタンブ

Jレ大学歯学部の留学生で， トルコ長期滞在のピザを持

つ。彼は夏休みをイランで過ごそうというわけである。
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パスのなかでほぼl人だ砂水で割ったトノレコの地酒ラキ

を欽み続け，さらに途中の店で買い入れたビールを飲

む。イランではアルコール類の飲料が禁じられているた

め，国境近くになると他のイラン人乗客も最後のビール

を楽しんでいたけれども，車内でも飲み続けたのは彼1

人であった。国境近くになると，他の乗客から酒のびん

を始末するように強く言われていた。

ヤ） タプローズに戻る母と娘は，広い意味で乗客グル

ープI九トルコ長期滞在ピザの取得者グノレーフ。に入る。

アンカラから乗り合わせた少し英語の話せるもう 1人の

母親は遅れたパスを待つ問，アンカラに滞在する息子に

ひざ枕をさせ， ZIJれを惜しんでいた。また，息子は「イ

ランに帰るのが恐い」といっていた。

3. 乗客グループE一一覧い出し閤標型

（イ） 「イスタンブルで飛行機に乗れなかったから」が

口癖の美人のおばさん（アンカラかちの乗客〕は， 5歳

の娘を連れてイランに戻るところであった。子供と 2人

なのに一つの座席を用意しただけで，しかも足許に三つ

も荷物を置く。他にも三つ大きなバッグを車の荷物入れ

に持っていた。この2人は， トルコの圏内滞在中はレス

トランで食事をせず，ほとんどパスのなかで持参した食

料を食べていた。

（口） テヘラン近郊，カラージの工場地帯に店を持つ背

の高い細長い顔の男は，私に分かる限りでも多くの口紅

や薬品を買い込んでいた。彼は，口紅やマニキュア用品

など30種類ほどと渡す人の名前が誉かれた買い入れ表を

もっていた。この男はあまり品のよくない感じだった

し，その総長い譲っきから私はラッキョ男と密かに呼ん

でいた。このラッキョ男が車内での惑のり一番男であ

る。 1965年型ノξスが順調に走っていた最初の日の朝10時

頃，車内の狭い通路に飛び出して，車から流れるトルコ

の音楽（元はイランの歌）に合わせて踊りまくる。ペリ

ー・ダンス風の踊りから，足を絞るわせ前後に交差させ

る踊りなどうまいが，しかし，車内では手拍子を強要す

る。惑のり二番男のトルコ人運転手が100リラを渡すと，

これをロにはさんでさらに踊りまくる。結局，的O～700

Pヤルを稼ぎ，昼食代を浮かせてしまった。

付イラン東部の都市マシュハッド（人口 112万人，

1982年〉近くの村に住むトルコマン（イランに住む一部

族〉の2入は，電気製品を買い込んできた。彼らはトル

コ穏を話し，後に父子と判明した。親の方が買い込んだ

小箱三つ（アンテナが入っているという〉は，通関時に

イラン税関検査官から「アンパール」行きを命じられ，

事実上没収された。しかし，最後には交渉の結果，小箱

を三っとも取り戻したという。

い） 20歳と18歳の兄弟は，テヘラン近郊のカラージの
工場地帯に自動車修理工場を持ち，そこで使う「アクリ

ノレ塗料」 （イラン人の言葉〉をイスタンプルで買い込ん

だ。塗料は不足しているので，イランでは高いという

（後述〉。この2人はイラン西部，ウルミエ（旧リザイエ〉

の出身で，私が以前その近くにある塩湖で泳いだと話す

と，大いに喜んだ。ユーセブマアルーフという 1人の名

前から判断して，ウルミエ地域に多いキリスト教徒のよ

うに恩われた。

同若い女性4人組は，典型的な買い出し目標型であ

った。そのなかの1人は，来年は日本に行きたいと話し

ながら，話しのなかで自分の欲しい物の値段が出ると，

いつも手に持っていたノートにその値段を書き込んでい

た。日本製の石鹸や化粧品入れなどをとくに欲しがって

いた。通関時には袋からゴサゴサと小物を取り出して身

につけて隠したり，さらには，どとか別の所に置きに行

って通関終了後，持ち帰ってきた。以上が，乗客グルー

プE，買い出し目標型の概要である。

シパスの町でパスの修理を待つ問，乗客グルーフ。I， 

ピザ取得目標型付のエネルギー省に勤めるエリート一家

は，町のなかで 10ほどレストランを見て歩いたが，結

局，どこにも入らなかった。またすでに述べたように，

乗客クワレープE，買い出し目標型刊の5歳の子供を連れ

た美人のおばさんも， トルコではレストランで食事を決

してとらなかった。

トルコは今日，イラン人にとってピザなしで入国でき

る数少ない国の一つである。トルコを旅行するイラン人

はなかなかレストランに入らない。ふつう，彼らはイラ

ンを出国するパスに，魔法ぴんやなべ，それに小型ガス

ボンベ，さらに食料や果実などを持ち込む。食事時にな

ってパスがドライブ・インに着くと，彼らはドライブ・

インの前に賢かれたたテーブルを閲んで，用意してきた

食料や果実を食べる。自前の食事に，店からパンとお茶

をとるだけである。普通よりは高いパンとお茶代を払う

が，それでも店で食事をするよりは安い。帰りには， ト

ルコで買った果実，イランから持ってきたかんづめとピ

スタチオなどの豆を食べ，相変わらずパンとお茶を頼

む。そして時には，店から魔法びんにお湯を買ったり，

ガスボンベでお湯を沸す。

今日， トJレコを旅行するイラン人の旅の仕方は，革命

直iJにヨーロッパなど国際観光地を旅行し，多くの高級品
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第1図 アンカラーテヘラン街道

ソ連邦

イラク

を買い込んだイラン人の旅の仕方と違ってきた。それ 仕方を， 「国境を越える」移動においても採用せざるを

は，車に食料から寝具を積み，途中で何も補給しなくて えなくなっている。

もいいように準備して，国内観光地に向かう旅の仕方と 関内型・伝統型の旅の仕方を「国境を越える」移動に

同質のものである。さらに言えば，国内外の巡礼地に肉 色濃くさせている第2の理由は，旅行規制の強化と旅行

かう旅の仕方と同質であるといってよい。 機会の平等化である。今日のイランでは輸入規制の変更

こうした園内型・伝統型の旅の仕方を，今日，イラン や新しい輸入政策の採用によって，少なくとも一部の商

人が「毘境を越えるj移動にまで採用してU、る理由はニ 品が著しく不足し，高騰している。こうした物不足のな

つある。第1の理由は，厳しい外貨規制によって国外に かでは，旅行者が本来「商業的目的としてではなく」（注2)

携帯できる外貨が少なく，白山市場で買う外貨（たとえ イランに持ち込む物が，園内流通経路に主主要な商品とし

ば， 1ドル＝600リヤル）が高いことである。したがって， て流れ込む。すると，旅行者は商品を園内流通経路に流

ピザ取得目標型でも，賢い出し日様型でも，できる限り すことによって，誰もが「国境を越える」移動から「商

外貨を節約しなければならない。なかでも買い出し目標 業的j利益をあげようと企てはじめる。ピザ取得を目標

型では，外貨をできるだけ節約して， 「買い出し」に固 としない多くのイラン人旅行者が，強度の，乗客グルー

さねばならない。 プH，買い出し目標型を構成することになる。

革命前のイラン人旅行者たちは， 1977年に10億円レ， 78 しかも「国境を越える」移動に伴う「商業的」利益の

年に14億らにおよぶ外貨を支出した。ところが革命後， 発生は，革命後のイラン社会で強まった平等主義に基づ

なかでも，厳しい規制のとられた 1981年は2億6000万 いて，国外旅行の機会均等化を促進した。旅行者規則

ル，82年には1億7800万ドルが支出されたにすぎない（注l）。 は， l調外旅行を l人年1固に制限したし，出国税も 2回

1985年6月末には規制がゆるめられ，旅行者1人当り500 日以降は引きあげた C1回目 5万リヤJレに通常の出国税

ルを旅行者交換レート C1ドルエロ210リヤノレ〉で購入し， 1000リヤ／レ， 2回目以降は 15万リヤルに 1000リヤル〕。

携帯できたが，同7月には規制が強まり， 300ドルに引き 一連の平等化措置によって， 「｜調境を越える」移動に国

下げられたc 物価の安いトルコとはいえ，乗客グノレーフ内 内型・伝統型の旅の仕方を自然に採qてしまう，相対的

E，買い出し目標型では約2週間，乗客クVレーフ。I，ビ に低所得の旅行者が，乗客ク勺レーフ。H，買い出し目標型

ザ取得目標裂では約1カ月間，旅行を続けるためには， に参入してきたのである。

外貨を食事に回すことができず，国内型・伝統型の旅の 二つの理由のうち第1の理由は，外貨の節約に伴う国
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内型・伝統型の旅の仕方を「国境を越えるJ移動にもち が，今後の計画を全員まとまって聞くべきだとか，新し

込み，第2の理由は「国境を越える」移動をする集団 いパスを借り切ってすぐに出発すべきであり，もし，運

に，国内型・伝統裂の旅の仕方になじんだ社会層を押し 転手に金がないなら， I人を人質に置いておけばよいと

上げた。こうした理由で，今日， トルコを旅行するイラ か，代案を出す。エネIレギー省のエリートも良い案だと

ン人の間では，革命前には見られなかった圏内型・伝統 他のイラン人に言い，少し気を引かれたようだが，結

型の旅の仕方が強められたのである。 局，運転手が受け入れないだろうという。計画も代案も

〔注1〕 Akhbaar, 1985年8月13日。 無縁のようである。騒いでいると，テヘラン・ナンバー

（注2) A砧baar,1985年6月27日。 1985年輸出入 の乗用車から降りたイラン人が，何かあったのかと話に

規定は， 84年の規定を以下のように修正した。 「旅行 加わる。そのうちに，わたしの方に向って「何しにイラ

者は年1回，旅行者1人につき 5万リヤJレまで，商業 ンに行く」とか， 「今，テヘランは日本映画ばかりだ」

的目的でない限り物品および食品を免税で持ち込むこ とか，全く関連のない話をしはじめる。他のイラン人乗

とが可能である。 5万りヤノレを超え，さらに5万リヤ 客もその話に加わりはじめる。緊迫した時に無関係な話

んまでの物品および食品は税金を支払えば持ち込むこ をはじめるなど，イラン人とは，その時どき，何が一番

とが可能である。それ以上の額におよぶ商品を輸入す 大切か見きわめられない人々ではないかと，思ってしま

るときは，輸出入一般規則に従う」。 ぅ。今度のパスでは，イラン行きを断念した7月のパス

皿 「国境を越える」困難

一一国境への接近と通過一一

さて， 1965年型ノミスは3時間におよぶ修理の米，夜8

時墳にシパスを出発した。ところが1時間半もしないう

ちに再びレストランに止まり，冷却水と油を補給せざる

をえない。その後も，ほぽ日を覚ますたびにパスは停車

していた。夜中の3時半ごろにシパスから 290鴻進んだ

エルジンジャンに到着した。ここのパス・ターミナノレで

運転手も，ついに走行不能であると伝えざるをえなくな

った。（llお茶，食事はパス会社負担でしてよいこと，（2)

イスタンブノレに連絡して新しいパスを送らせること，（3)

宿はないので朝までパスのなかで泊ってほしいことを伝

えた。半ば寝ている乗客にこう伝えると， 2人の運転手

はいかにも任務終了という気楽な感じで車を離れた。

務7時半になっても，新たなパスは来そうにない。実

は夜中に事態は全く進んでいなかった。 8時にならない

ともともとイスタンブルへの連絡さえとれなかったし，

8時すぎても運転手は急いで連絡をとろうともしなかっ

た。イラン人乗客も別々のところに集まって待つだりで

ある。そのうちハッジと呼ばれ，タブリーズ近くに家の

あるおじいさんと，アンカラでピザを取得し，これまたタ

ブリーズに家のある学生は，タクシーを躍って自分たち

で国境にゆくといってタクシーを探しにいった。しかし，

この2人も，当主日から宗教的休日ということもあって，

結局タクシーを見つけることができずに戻ってきた。

8時半から9時ごろになってもイラン人が運転手2人

につめよって，釈明を求める気配もない。わたし 1人

旅行で経験したように，乗客全員が一堂に会することも

なかったし，まとめ役も出てこなかった。計画予算省の

男性はずっとパスのなかで寝ており，パスのなかではし

ゃいだラッキョ男も姿すら見えない。

1965年型パスの運転手は，イスタンプルと連絡がとれ

ないとして，前夜の発言を破棄しパスを修理するとい

う。近くの修理所に車を移し，エンジンのピストン部分

を全部取り換えることになった。助手が約190ire.:先のエ

ノレズルムまでその部品を買い出しに行き，帰ってから修

理するほかない。後部の座席がはずされ古いピストン部

分が分解されたままで，そのパスは午後3時頃まで放燈

された。部品が実際に届いたのは4時すぎで，それから

パスの修理が始まって終了したのは夜10時頃である。結

局， 18時間， 1965年製ノξスは意味もなく立往生したので

ある。

大修理後パスは出発し，金が払えないため助手はここ

に残った。修理したパスのなかでは，出発できたことを

喜んで，またラッキョ男が踊りはじめた。しかし，考え

てみれば，ここから運転手1人でテヘランまで約1政治苅

も走ることなど，所詮むりな話であった。

トルコ国境に翌朝の8時に到着した。国境近くのレス

トランで朝食をとったとき， 4人の男が最後のビールを

飲み，女性はここでチヤードルを身につけた。しかし，

国境までの短い道中，トルコ歌諮曲に手拍子と踊りで最

後の大騒ぎをして，自由を謡歌した。との大騒ぎと前後

して，トルコの税関に約2万リラ（ 1入団0リラ， 40人〉

を出さないと，パスが多いので通関が順調に進まない，

このように運転手が伝えた。パスのなかで運転手とラッ
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キョ男の聞で支払う金額についての交渉と金の徴収が始

まった。支払額が確定されるまでパスの速度は遅くなっ

た。しかし，実際に国境に着くと，運転手の言葉に反し

て，通関を待つパスは1965年型のこのパスだけだし，金

を渡したにもかかわらず， トルコ出国手続きに2～3時

聞かかった。徴収した金の半分は，運転手と税関吏がグ

yレープで折半するのだろうど，イラン人がつぶやいた。

イラン仰jの入国検査は意外に早く 1時間ほどで終了

し， 12時にはイラン領内に入った。入国印を受け，出口

で所有外貨を申告用紙に香く。その後で所有外貨の検査

があるが，革命直後のようなボディタッチによる検査は

なく，穏やかな雰囲気のなかで手慣れた感じで検査は終

わった。

しかし，実際には入問手続きがこれで全部終了したの

ではなかった。入国手続き場からぬ0むくらい下ったと

ころに，パスや乗用者が並んでおり，そこが通関手続き

場であった。わたしたちの1965年型ノ号スは12時に入国手

続きを終わったが，通関手続き番号は16番であった。 1

番に2台のパスが入っており，早朝6時に到着したパス

が6番である。順番のくるまで通関手続き場で待たねば

ならない。その間，レストランなどで食事をするが，こ

とではイラン人はもりもりと全員が食ぺていた。イラン

人が持ち込んだ例の小型ガスボンベで沸したお茶がとて

もおいしかった。とにかく，結局，）願書幸がきたのが5時

頃である。しかもE視のパス検査場では検査の願書幸はこ

ないので，日Jjの糠にある染用車通関検査場に回されたの

当日は金曜日というととで特別措鐙がとられたもので，

検査官もたびたび時計を気にしていた。

検査官のいる所に術物を運び，検査を受ける。たて長

のバッグが多く，全部検査するのは閃難である。革命後

のイランでは，歌謡曲は禁止されたためトルコ国境を越

えるとき，イラン人が表面だって心配した持ち物が，歌

謡曲の入ったテープであった。彼らはトノレコや西欧の音

楽テーヅの上書きを適当にベルシャ活名に変えたり，子

供の洋服に隠したりしていたのしかし，実際の検査で

は，屋外の遜関手続場ということもあってか，テープ類

が「アンバ－Jレ」に没収されることはなかった。
私たちの1965年型ノ号スの通関検査と問時にもう 1台の

パスの乗客も検査されていた。彼らの検資1ぎは厳し〈，
たびたび「アンパーノレ」と脅ゥて没収措燈をとった。イ

ランの一部候＂＇（：あるパ／レーチ族の者， 3,4人が，全員同

じように持っていた緩説器具を，段ボールから前もって

出させられ，詳しく検査された。終わりの方では，われ

92 

われの荷物検査にもとの厳しい検査官が加わった。

「アンバール」に没収された商品のうち確認できた物

は，みかん箱二つくらいのナイロン白糸，符に入った三

つのアンテナ，多量の「アクリノレ塗料」であった。要す

るに， 「商業目的Jとみられるほど多量に同一商品を持

ち込んではいけないのである。

これら没収された商品の持ち主は，パルーチ族の者，

買い出し目標型付のトルコマン族の者，それに貿い出し

目標型同で，その名前から判断する限りキリスト教徒で

あった。このように，地方居往の部族出身者（パルーチ

族， トルコマン族〉などがイスタンプルに「賢い出し」

にゆけば，衣服などソフト商品を貿うのでなく，暖房器

具などハード商品をより多く質う傾向が現われる。それ

ゆえ，彼らの持つ商品がより多く没収されるのであろ

う。とはいえ，検査官もペルシヤ系のエリートに対し

て， 「アンパールjと言って，没収を命じ難いように思

われた。

トノレコマン族の父子が持っていたアンテナは，すでに

述べたように最後には，彼らの手に廃された。また，ウ

ノレミエ出身の2人の兄弟が持っていた多量の塗料は税金

を支払うことで結局，彼らの手に渡ることになった。こ

の2人は自分たちが所有する自動車整備工場で用いる営

業用に興ったらしい。 「アクリル塗料」をイスタンブfレ

で12万リヤルで買い，イランで売れば30万リヤルにな

る。最初税金は8万リヤノレと命じられたが，ラッキョ男

を加えた交渉で3000リヤルに下がり，税金は商品販売予

定価格の1似を支払えばよくなった。との兄弟は，皆の

出発を遅らせたということでラッキ 3:!ijの仲介で，全員

に夕食をおどらされた（600リヤノレX30～35人， 1万8α）（）

～2万リヤyレ〉。ラッキョ男はこの手の交渉が得窓らし

く，専らその役をかつて出た。乗り換えたパス（後述）

の草地支払いも，彼が交渉し相当値切った。しかし，後

でわたしからは他の人よりやや多い1000リヤルをとって

いたとわかる。彼はこうして旅行中に一種のブローカー

の仕事を営んだのである。

1965年型パスが問境を離れたのは夜の8時であったか

ら，通関に約3時聞かかったことになる。兄弟のおごり

となった夕食のあと，パスはついにテヘランに向けてイ

ラン閣内を走ることになった。パスは人気のない高原地

域を走っていたが，窓にカーテンを引き外から見えない

ようにし， トルコから持ち込んだテープをかけ，例のラ

ッキ盟労がまたペリーダンスを始める。他の乗客も 1～

2カ月ぷりにとにかくイランについたこと，通陛H》無本
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済んだこと，そして， トルコ国内のように高い外貨で食

事しなくてよくなったこと，これらが理由となって音楽

と踊りを楽しんでいた。ついに踊り手は3人に増え，こ

の3人が踊り狂い，故障記続きで無視されていたトルコ人

運転手も，またはしゃぎ出した。しかし，前方に草命警

備隊による検聞がありそうなところでは，急いで自席に

戻っていた。

2存命警備隊はテヘランに向かう時も， トルコに戻る時

も，国境ータブリーズ（国境より 2801品）簡で2度乗り

込み，パスポートの検貨をした。一部の人のパスポート

を見るだけで，外国人であるわたしのパスポートは検査

しなかった。革命警備隊がパスに乗ってくると，パスの

なかは重苦しい雰囲気になる。

1965年型ノ守スのなかで最後の踊りもすむと，；乗客は寝

はじめ，ラッキョ男は早々と寝入ってしまった。しか

し， 1965年型ノ守スは驚くとどに再び故障したのである。

聞くところによれば，後輪ベアリングがだめになったと

いう。夜中の12時くらいである。アンカラーテヘラン問

での3度目の大きな故障で1965年型ノミスは，また走行不

能に陥った。イラン間内のため，言葉のわからないトル

コ人運転手は全く何もする気がなく，車の前に手をつい

て立っているだけである。若い乗客たちが懐中電灯を振

って主主を止め，乗せてくれとか，タプリーズから車を手

配してくれとか頼む。しかし，多くのトラックはそのま

ま走り去った。やっとトラックの荷台に乗れたハッジ夫

婦は，タプリーズについたら主誌を手配すると長まって去っ

た。とにかく朝までパスのなかで待ち，早朝に運転手と

誰かがタブリーコぐに行って，パスを用意してくる。そん

な結論に落ちついた。

1965年型ノξスのトルコ人運転手はキャップタンという

名称とは全く逆に，早々と車内に戻りしかも二つも座席

をとって寝てしまう。しかも驚くことに， トルコ人運転

手のこうした行為を非難し詰問するイラン人がいない。

怒りを忘れたfラン人なのである。せいぜい私が， 「キ

ャプタンだ叶たら，キャプタンらしくしろjと騒ぐくら

いであった。後になって45歳くらいのおば主んがこの迷

紙手をみて， 「主人は怪我をするかもしれないなかで道

で事を止めようとしているのに，運転手は寝ているJと

非難しただけであった。

しばらくして外にいた，計1問予算千fに／／ii)める男がわた

しのところにやってきて， 「パスが待っている。われわ

れは荷物も少ないし，ダブリーズからはり日市もできる。

粂り換えよう」と主主う。ナでに 6,7名はj[/;j日！Jにタブリー

コマやテヘランに向かっていたし，わたしもとれ幸いと降

りることにした。そうとうする聞に5歳の子供を連れた

美人のおばさんが動き出し，子供がいたため待っていた

パスの運転手に同情されて，一番に乗り込んでしまう。

結局，とのパスは荷物の多いとのおばさんと子供だけ釆

せて走η去った。続いてきたオンボロのパスは， 19の空

席があるという。わたしたちがオンボロ・パスに荷物を

預け乗ろうとするのに，子供がいるイラン人や要領のよ

いイラン人は早々と乗ってしまう。けれども計画予算省

の男とわたしはなかなか乗れない。やっとわたしたちが

乗れた時には1965年型ノξスの乗客のうち，テヘランヘ行

く者はほぼ全員，とのオンボ口・パスに乗っていた。遅

れてきても子供がいたりすれば優先的に座っていった。

l'ifiからの乗客はほとんど子供に使わせていた座席を空け

ないし，運転手も強くは求めないので， 19巨主席あるはず

だったのに10人ほどしか座れない。しかも， 20数人が乗

り込んだので，わたしたちは通路に殴らされた。通路に

座っても，後ろに手をつくのも大変なほど窮胞である。

手が疲れると：立ち，足が疲れると座るのである。

テヘランに到着するまでまだ12～13時間はある。戦争

中のi混に来たのだから仕方ないと思いながら，背，親か
ら聞いた戦後の買い11::1し列車もこんなものだったろうと

想像する。

途中で 1人， 2人と降り席が空くが，こちらには回って

とない。オンポロ・パスが止まったとき，計画予算省の

男が「降りよう，得物もってとい」と醤う。最初，確か

にテへランに行く者だけ乗せると運転手は言ったが， lM

席を用意できない限り降りる権利はある。こう計画予算

省の男は遼転手に言い張る。運転手は荷物が車の屋根に

あり，降すととは大変だといい返す。朝食にレストラン

に入るとき再度，運転手と交渉する。一度乗せた客は金

にしようとする運転手が「最後部の座席を空けるからそ

れでよいだろう，このパスは朝一番のパスだから他に早

いパスはない」と営う。座席を確かめず， R百があればよ

いと了解した。わたしたちの術物を降せないのに，空）』・；

~作るためにそこにあった大きな10個以上の荷物ノ号ッグ

をパスの屋根に持ち上げ，積み直すことはできるのであ

る。後で座る段になると，この臨席の奥ゆきは通常の半

分ほどしかなく，しかもご巴ンジンの余熱で熱いことがわ

か引た。特くて汗はでるし体はきつい。ドアのすき間か

ら入る涼しい胤で一息つけるだけである。とにかく， Jl

くテヘランに着きたい。

このオンボロ・パスは，イラン人が言うように「キヤ

93 



Ⅳ　「国境を越えて」首都テヘランへ－革命前と後のテヘラン－

1986030096.TIF

）日」，〔－－，現地報告日」J九 J 日、＿＿,,. ..」.，......... .r·叫ー～J九J・九一、J品、~..... －－，~~..－吋J品、－－~－－～.., ..」「

シーフェJCきたない〉し，懇ガラスは2,3カ所に大き
なひびが入っている。革命の相当前に製造されたはず

で， 3級クラスのパスである。しかし， 「イランの高速

パスJという感じがするほど速く走る。トルコの1965年

型パスは3度も大きな故障をしたし，イスタンブソレーア

ンカラ問を走る超一流ノξス（高い床型，中央にもドア有

り〕もいま一つスピード感を欠いてたのと比べ，とにか

くイランのオンボ口・パスはよく走る。

オンポロ・パスの運転手は，前から乗っていた乗客の

と比べて段も西欧的な服装をしていた。のりのきいたワ

イシャツを着て，汗をとるため首には黄色のハンカチを

巻いている。小実業家という感じのこの運転手は7時に

出発した後， 2時半頃までどこにもパスをJI::めず走り続

ける。ガソリン・スタンドに 2,3回立ち寄るけれども、

待たねばならないときは給油はしない。 トルコとイラ

ン，双方のパス速度の違いに，わたしは阿国の経済構造

と発展段階の菜を感じざるをえなかった。

IV 「｜司境を越えてj首都テヘランへ

ている〉に出向き，切符代の返却を求めた。署名した；吉

見書を公社に提出し，「善処」を求めたのである。また，

役所に出す意見書を用意した。

この間，わたしは「トルコ行きの切符がないか」と，

9番公社に要求した。わたしが署名しなければ，明日，

切符を手配しようという。こうして翌日の朝， 9番公社

の持つ特別席を幸運にも得ることができた。トルコ行き

のパス切符は少なく，大手のイラン系公社のもので1カ

月前，この9番公社で約3週間前にはすでに売り切れて

いる。実際には， ドルで払うとか何らかの措置をとれ

ば，特別席を得られるようだが，イランからトルコへの

「国境を越える」移動は，噂どうり容易ではなかった。

テヘランには革命後，市の郊外に四つのパスターミナ

ルが作られ，そこに長距離ノミスが入る〔長距灘パスの代

金より，そのターミナノレに行くタクシー代の方が高い〕。

とにかく西のターミナル，自由広場（アーザーディ広

場，｜口、ンヤード広場〕から，革命通り（｜日シャー・レザ

ー通り）を通って， 2年半ぷりのテヘラン市内に入る。

自由広場周辺には，大型パス，小型トラック，乗合タク

革命前と後のテヘランー← シー， 2階だての市内ノミス， 2, 3年前にはなかった市

テヘランまで約1sot店，カズピーンの少し手前で，寸ン 内ミニ・パス（20リヤル〉，オートパイなどが，ぎっし

ボロ・パスはやっとレストランに止まった。ところが， りとつまり，われ先に進もうとしている。この右往左往

ラッキョ男とエネルギー省に勤める男が， 「この旅の終 ぶりは，テヘランに着けばいつも見るものだが，人口が

わりに容が何かおごれj と，わたしに対してとんでもな 800万となった今日では，一段と強まったようである。

いことを言う。一般的には，よく来たと外凶人客にイラ 今同はアンカラから来ただけに，産油国の首都テヘラン

ン人がおごらねばならないはずである。饗するに，それ の活気と無秩序を，とくに強く印象づけられた。

まで卵をーっす子こしたり， 2人の兄弟に夕食をおどらせ テヘランに6治する間に，いつも訪問する機関と人を

たり，自分でお茶もおどってきた。これらの総決算を主役 除~，今刊はできる限り渉き問って，以前のテヘランと

めている。また，旅なれているラッキョ男とエネルギー 今日のテヘランの相還を探ってみる。これが今凹のテヘ

省の男は，多分これからわたしが自由市場で I＇＇レを交換 ラン滞在の目的であるo

し，多くのリヤルを三f.にすることを知っていて，そのー テヘランは東西に走る道路では，革命通りとその一本

部を分配する上うに求めてきたのだろう。ラッキョ男 北のタレガニ通り，また，南北に走る道路ではパリ・ア

は，臼分が仲介して税を安くしてやった兄弟から夕食代 スル通り（前パーレピ通り〉と， 2本の高速道路（マド

を引き出したように，わたしからも何らかの利益を引き ラッセ大通りと平均教者シャムロン大通り〉が，中心とな

出そうとするのいくらかの余裕をもっ比較的弱い部分か っている。

らその一部を引き出そうとする抑圧移譲の仕組みを，こ 東西に走る道路のうちタレガニ通り（Inタフテ・ヅャ
の2人にみた。 ムシード通り〉の凋落ぶりは著しい。これに対して，革

オンオミ、口・パスに粂り換えて約12日制lll, 7・ンカラをjれ 命i盛りは以前と｜司じように祭港やf:IEE広場から市内に入

手苦して生る 3nと17時間をかけて，やっとわたしは「米 る道路として，相変わらず混雑してし、る。タレ pザニi湿り

知の悶」の首都テヘランに到着したの到着したとは－ゴ には以前，日本・イラン銀行をはじめ外間銀行が集家り，

え，アンカラでさんダん嚇されてきたように，帰りのIJ)J 外資系銀行衡が形成されていた。今日ではとれらの銀行

符を入手しなければならない。他の来符は故隊し逃れた は｜吋有化され，外側が一部分で崩れたり，燃えたままに

パスの会社（9番公社，パス会社も公社と革命後呼ばれ な叶ている。日本・イラン銀行の白ljにありたホテルは，

94 
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革命ホテルに名称が変わり，政府関係，なかでも革命勢

力が利用する。タレガニ通りをもう少し東に進んだとこ

ろにある石油公社は以前と変わらないけれども，その1

プロック東にある繰のガラスを用いた，どこかの銀行が

所有する高層住宅は，革命i直後から建設は進んでいな

い。このやや東向かいには，革命前には高級スーパー

（イラン・スーパー〕があり，いつも多くの外国人を集

めたが，今日では殉教者スーパーと名称も変わったし，

集まる客の数そのものが大幅に減少した。

タレガニ通りのさらに東では，市命］）iiの保険会社の1

階がデパートになっており，タレガニ通りではここにだ

け人が築設っている。

タレガニi湿りのさらに東に，｜日アメリカ大使館があり，

この建物の唆がみ道に張り出十形で新たに作られてい

る。張り出した惜の見凝り｛1には瞥体j兵がいる。日大使

館の前には国営手工業センターが革命古fjからあり，［，r］セ

－－一・－・市界

四暗暗線盟加 主喪道路および商業地区

→件＋＋＋＋＋←鉄道
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ジより作成。

ンターにつながる形で，革命前は大手の宝石商やみやげ

物屋が店を構えていた。しかし，今日では， 8軒の大手

宝石店のうち約半分は閉じられていた。革命以前I，外国

銀行，外閑人向けスーパーや本屋，外岡人観光客を相手

とするみやげ物屋が集まり，繁栄したタレガニ通りは，

革命後には，外国人観光客が米ないし，一部革命勢力用

建物となって， －般の人通りが減った。こうしてタレガ

ニ巡りは革命前の人通りと活気を失った。

凋漉したダレガニ通りに対して，パリ・アスル通り（l[l

パーレピ通り）は相変わらず繁栄を見せる。やや南に子他

供服店がある辺から，男性用のシャツやスーツ縫製店，

女性向け洋装品や化粧品店などが，パリ・アスル広場の

北まで広がる。その北で元クーロシュ・デパートが営業

を続けている。労性用洋品rnには，パリ製の高級シャツ
や路地不明だが上等なシャツやスーツが並べられ，なか

にはイスタンブノレ製のシャツも主主べられている。 「賢い

9ラ
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出し」にでたイラン入が， 「非荷業用」に持ち込んだ商

品なのであろう。パリ・アスノレ通りが今日繁栄を続けて

いるのは，高級品志向を有しながら顧客を外周人でな

く，イラン入としてきたためである。革命後3年くらい

まで多数出ていた露店も，今日ではあまりない。

南北に走る主要道路のうち，アフリカ大通り（以前の

ジヨルダン通り〉を北に進めば，途中に「外支官地域」

と称する住宅建設計画地域があるο とこよりさらに北の

地域にはテヘランの高級住宅地が広がり，北の端にホメ

イニの住むゾャマランがある。革命前に宮殿のあったニ

アパランに近い。また，その近くにある革命前のソルグ

ナパード兵営は，今日，：本命警備隊本部となっている。

南北に走る殉教者シャムロン大通りは，北上したアフリ

カ大通りと連絡しており，テヘラン北西に到達する。

南北に走る道路のうち市内中央部，ブェルドーシ広場

〈革命道路左セパーフパンド・ガ、ソレーニ交差点〕から

ブエノレドーシ通りを南に下ると，テヘランのパザ－Jレ地
域および旧行政地域に到達する。革命後，それもこの

2, 3年の潤にフェルドーシ広場の北側には，宗教書・

本命関連書の専門店が新たに作られた。また，フェルド

ーシ広場を約100r.；ほぎ下ったととろにも，同種の専門
店が新たに作られた。この専門店の近くに，輩命直後か

ら，革命警僚隊，あるいは革命委員会の地区本部が置か

れ，警備兵がその入口を守っている。

プヱルドーシの還りを301；；；南に下ると以前はユダヤ人

を中心にしたカーペット屋とみやげ物屋が並んでいた。

今日では，ほぽ半数のカーペット底力2閉じられ，店のシ

ャッターに挨がつもっている。閉じた店は10，営業して

いる店10，不明の！苫4であった。この地域のカーペット

還にほとん立容はいない。

後述するパザール地域内の西部にカーペット・パザー

ルが広がるが，とこも以前ほどの活気はない。今日でも

カーペット・パザ－1レを歩けば， 1人， 2人の客引きが
近づいてくるが，外国人のカーペット持ち出しが困難な

ため，結局，突渉は活気がなくなる。パザ－，レ商人に上

れば，国外持ち出しが悶難なためカーペヴトの資産価値

が今日低下している。また，土地および住宅も多量に所

有していると，何かと「嫌がらせ」が多いので，これも

資産価値が低下している。逆に今日，資産価値としてー

若手よい商品ば，金および銀製品であるという。祭実，革

命直後に外人観光客が減って関散としていた店も，わた

しがいた2時間ほどの問に3～4人の客があり， 1人
は，台，軸，受け皿からなる直径45センチほどのくだも

96 

の入れ銀器を約100万リヤノレ〈実勢100万円，関レート37

万円）で買ったし，他の2人も金の指輪を貰っていた。

フェルドーシ通りを下ると，カーペット，みやげ物地

域に続いて両替商地域（イギリス大使館の向かい）に至

る。わずか3or；；；足らずの地域に間口の小さな両替店が約
20くらい並ぶし，店無しの両替屋も約50ほどが並ぶ。店

無しの両替震は小さな椅子に座り，その前に高さ20～30

渇くらいの箱をたて，そのうえにガラスを張った小さな

両替箱（上開きで内が見える〉を乗せている。革命直後

やわたしが前回テへランを訪問した1982年12月の時期に

も両替商はいたが，これほど店無しの両替商は集支って

いなかった。

店無しの両替商が増えた以上に，革命後の今日この地

域で大きな変化が生じていた。大きな変化とは，この地

域ではイランで唯一，公然とll1閑主，シャーの顔が見ら

れるようになったことである。要するに，両替商は両替

箱のなかや，あるいは，大きな切手収集ブックに挟んで，

真新しいシャーの顔が描かれた旧紙幣を束にして売って

いる。しかも，旧紙幣が数枚出回っているというのでな

い。 100枚の東で，あるいは各種旧紙幣を数10枚の東に

して主主ぺてある。革命で追放された若きシャー・レザ，＿

・パーレピ像が描かれた薄いオレンジ色でまとめられた

25年前の紙幣は 1枚8万リヤルであった。ところで今

日のイラン・イスラム共和国では，女性だけでなく男性

も肌をみせないように，夏でも袖の長いシャツを着ると

とがすすめられ，半袖のシャツを着た者はごく限られて

いる。このように厳しいイスラムの規定が実施されなが

ら，両替商地域で旧国王の姿が見られるのである。ドyレ

を必要としあえて 600リヤルでも調達しようとするし，

また，それでも調遼せざるを得ないイラン人のため息と

そして同時に野心を，との変化から感じたのである。

フェyレドーシ通りをさらに 300むほど南へ下ると，中

央銀行本店およびその隣りに国民銀行本店がある。外貨

交換を行なう国民銀行の出口周辺には約20～30人の両幹

商が集まっている。しかし，ここの両替商はせいぜい小

さなビジネス・ケースをもつくらいで，両替箱などはも

っていない。

フェルドーシ広場を下りきると，イマーム・ホメイニ

広場cmセパ一広場，地図では玉城地域〉に出る。この
広場の；｜ヒ側には以前から，いわば小秋葉服地域が広が

り，電気製品商が集まっていた。今日でもととには，ダ

ブル・スピーカーの短波ラジオ，最新~のダブル・カセ

ットのテープ・レコーダーやテレビなどが並べられてい
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る。店の無い者は，テレビ1台，時には，中台ラジオ l しはじめ， 5, 6台のパスが通関待ちをしたにすぎなか

台を持って，客を待っている。パザール商人が言うよろ った。以前よりパスの数は少ないという。ただし，夜中

に， 「イランにはまだ金がある」のである。 でもトルコ国境から通過してくるトラックは多く， トル

イマーム・ホメイニ広場の東側から，バザールに至る コ国境には約500台以上が列をなしていた。

ナースノレ・ホスロー通9を南に下る。イマーム・ホメイ 通関開始前に，イラン人は出国税（ 1回目 5万リヤ

エ広場近くのナースル・ホス口一通りには，広い道の中 ノレ， Z回目以上15万リヤル〉の支払い確認や残額の支払

央にコンテナが並べられてカメラや衣服を売る店がで いがなされる。通関開始は銀行が開く 8時以降から開始

き，もう少し大きな食堂もできている。数年前にイマー された。通関番号は3番目だったが，それでも約11時ま

ム・ホメイニ広場で爆発事件があり，広場の地下が閉鎖さ で待たされた。結局，約8時間待たされたことになる。

れたので，地下にあった店をここに移したのであろう。 ただし，パスごとでなく個人で通関すれば，ほとんど待

ナースル・ホスロ一通りを下ると，バザーノレ地域に出 たなくてよい。通関が開始されると，比較的問題はなく

る。バザーノレ内は樹変わらず活気に満ちている。けれど 外国人の手続きは終わった。テヘランでの情報では，滞

も，かつて「ハパール，ハパール」 （注意）といって， 在1年以上の外国人は書籍1万リヤノレまで送付でき，そ

ノミザール内を歩いていた荷物の運搬屋の声が少ない印象 れ以外の外国人は書籍の持ち出し禁止というが，実際に

を受けた。また，パザールのやや西にある青物広場（19 は（多分，豪華本以外は〉持ち出し可能であった。出国

｜世紀後半には青物を売った地域）には，その凶南に，刃 時には入国時に申告した所持金と銀行交換額の検査があ

物を売る露店商のおじいさんがu、まもいる。革命前から る。所持金が入国時よりも増加していなければ，基本的

少なくとも1981年10月までは，このおじいさんは，イギ に問題はなさそうである。

リス製（シェフィールド）の金色で憂いハサミを売って イラン出国後，トルコ入国で約3時間待たされる。 l

いたが，今日では，そのハサ之も同じ裂だが銅色をした 人500リラを出した集団は比較的早く入国できた。トル

やや質の悪い日本製に変わった。革命以前からの入手経 コ入国後イラン人は免税店に向かう。多くのイラン人は

路が閉鎖されたためであろう。ただ，このおじいさん 上限と店、われるタバコ5カートンを購入するが， j筒を買

が，ほぼ同じ型のハサミを相変わらず売っている点は興 う人は意外と少ない。 1人で5本購入したイラン人もい

味深かった。 るが， 2～3人が各1本買っただけで，公認ドfレ持ち出

V I再度国境を越える」
一一人びととライフ・ヒストリ一一一－

6日間滞在したテヘランを後に，アンカラに再びノ〈ス

で出発する。アンカラへの帰路はテヘランへの往路と~

なった点だけ，簡単に記したい。

アンカラへのパスは，到着した時と同じ西のターミナ

ノレから出発する。パスは往路と同じトノレコ系会社のもの

だが，比較的新しい。予想に違わず帰りのパスは順調に

走った。凶のタ一之ナノレを定刻10分遅れで出発し，約四

時間通関で待たされたが， 2n後のほぼぷには，アンカ
ラに至。着した。出発後，タプリーズで客3, 4人が乗り

込んできたが，切符の二重売りはなかった。途中タブリ

ーズー凶境問で革命望書官il隊がパスポート検査をした。病

院に女性を連れてゆくとして男性と女性が並んで座，，て

かた。理由は不明だが，この2人のパスポートを事務所

に持ってい勺た。

通関。イランtill］国境に夜3時に到着したが，旅行シー

ズンも終わりに近づき，また，出国税規制も効果を発揮

し額3削ドルからら～10ドルしか酒に用いないようであ

る。トルコ国境通関後最初のレストランで昼食をとった

が，男性15人ほどのうち，ピーノレを飲んだのは5' 6人

である。国境を越えたときからイラン人は酒を大いに飲

むという噂は，今日の伝統型・国内型の移動形態をとる

「国境を越える」移動者に必ずしも該当しない。

イラン出国後，チヤードルをとった女：性はやはり多い。

わたしより前の座席に8, 9人の女性がいたが，チヤー

ドルをとらなかったのは13～14歳の2人だけであった。

半袖獲になったのは20歳くらいの女性 1人と母親I人で

あ叶た。わたしより後の座席は十分に確認できなかった

が， 8,9人女性がいて約4人がチヤードノレをとらなかっ

た。おばあさん3人と小さな子供のおかあさん l人であ

る。：i人のおばあさんのうち 1人は，レストランの前で

夕暮時に礼拝を開始した。こうしたおばあさんまで「国

境を越える」移動に参加する点も興味深い。しかしそれ

以上に， 13～1411浅の娘がチヤードルをとらず，その母親

がチヤードルをとったことの方が興味深い。息子を含め

たこの4人(1人はいとこ）はアメリカ入国のピザ取得に
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イラン人の考え方が全く理解できない。自分には家族も

いないし，世界でたった1人だ。徴兵期間中，一言も英

語は話さなかった。ピザがとれるかどうかわからない

が，アメリカに行くつもりだという。彼は旅行中も， 1 

人， 2人のイラン人を除けば，ほとんど他のイラン人と

口をきいていなかった。アンカラでわたしがパスを降り

るとき握手をすると，彼のけがをした手は骨が丸くなっ

ていた。彼の独自なライフ・ヒストリーはこの青年のニ

ヒルさに，君主みと現実味を与えていた。

（アジア経済研究所海外調査員， t'lアンカう〕

F『〕『－－～現地報告一一ザ「ザー－～一一一一F 『ーへ一一円』♂～一’～－－～Fへ一一－－」

本誌前号（第'Z1巻第2号〕中，下記に誤りがありま

したので訂正いたします。

原不二夫「戦後マラヤの愛国華僑（II）」 19ページ右

段2行目「波南者包新客」は「渡南者ι新客」に，田坂

敏雄「タイにおける農地貸借の類型と性格」 41ペー

ジ右段31～32行「識が，農地の貸借や売買にあたって

も，近親の問主主阜で共同保全しようとする傾向を生

み出すこ」は「主空室藍亙L 農地の貸借や売買にあた

っても，近親の聞で共同保全しようとする傾向を生み

出すこ」に， 43ページ第 1図は下図のとおり，各々訂

正致します。

正訂

トルコに来たが，それでも13～14歳の娘はチヤードノレを

とらなかった。革命後6年を経たイランで，チヤードノレ

替用というイスラム的生活様式になじんだ集団もまた，

イランに発生しはじめているように思われた。しかし，

そうした集団ですら，アメリカ入国のピザ取得を期待し

て「国境を越える」移動に参加しているといえよう。

最後に，今日のイラン青年をある意味できわめて象徴

する青年がパスのなか』こいた。

彼（27歳）は13歳から 9年間アメリカに滞在した。当時

は1万～もの小切手を銀行に持っていったため，銀行が

身元確認をしたこともあった。しかしイラン革命成功

後，アメリカに滞在した多くのfラン人青年と1,,Jじよう

に，夏休みを兼ねて帰国した。しかし出国ができなくな

り，イラン・イラク戦争も始まり，徴兵期間を前線で過

ごさざるを得なかった。イラク兵との戦いで，自分の体

には26個の弾が入ったし，手もこんな風に傷ついてしま

ったという。親指と人指し指のところに少し縫った傷跡

があった。 fヲンを11-l図し，トルコ入国を待つ問に，彼は

「イランとイラン人全部を憎んでいるのだから，この国

を離れるのだ」と言う。アメリカに長く滞在したので，
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